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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・27年度部署懇談会について

　　4月16日以降懇談会が始まる予定です。北病棟は、4月21日（火）に通所と一緒に

　　行われる予定です。

・4階部屋の調整について

　　昨日に一時調整していた件ですが、本日もそのままで経過します。13日朝に状況確認

　　して、中川原様に戻ってもらうかSGM判断します。

・13日（金）の伊藤医師の病棟診察時間は外来都合により、14時となっています。

・3月16日以降の診療体制

　　医師の勤務日、外来変更などから病棟診察も一部変更になりますが、北病棟に関して

　　は、伊藤医師が金曜日から水曜日ＡＭに変更、その他の変更はなしです。

＜患者様連絡事項＞

・大上　なみ様の脱肛の件

　　脱肛があった際の主治医連絡は要りません。

　　出血などの状態があった際には、ケースバイケースで連絡対応して下さい。

・中川原　義雄様～便秘時・痔核痛対応の予測指示が、26日まで継続指示あり。

· 宮本　建蔵様～夜間の尿失禁続いていることから、ジプレキサ減薬（4×→3×へ変更・

臨時薬）となり、タスモリン（1）1×vds→3T　3×ndE に1日量増薬となる。
・豊巻　薫様～主治医診察にて、幻視様の発言聞かれている事から、本日夕より

エビリファイ(6)１T 追加処方となる。
＜注目患者様NCP評価＞

・中川原　義雄様～本日夜間も良眠されています。

　　　　　　　　　日勤に入り、訪室したスタッフに、｢今日は調子よくないですよ｣と話してくることがある。その後のバイタル値は血圧104/58㎜Hg・脈拍

　　　　　　　　　66回/分・体温36.6℃で経過。

　　　　　　　　　｢ズキズキするようです・・・｣笑いのない表情。

　　　　　　　　　AMプログラム欠席となっている。11時10分頃には、スタッフオフィスにいるスタッフに｢落ち着いたよ｣と合図してくる。

　　　　　　　　　→頭痛の訴えが時折あり。歩行（サンダル）の仕方など、状

　　　　　　　　　　態を注意して見ていく。

・滝田　英人様～独語や空笑などがしばらく目立っている。

　　　　　　　　1つの行動をとるまでに時間が費やされてしまうことも目立つ。

　　　　　　　　本日作業療法は取り組めないでいた。

・伊藤　義彦様～深夜スタッフには下痢はないと話している。日勤に入ってからも、｢良く

　　　　　　　　ない、水ではないけどいつもよりやわらかい｣と話す、他症状はなし。

　　　　　　　　本日からはプログラムは再開で伝えているが、9時25分頃には｢やっぱり

　　　　　　　　プログラムは・・｣とややこわばった表情で話してくる。

　　　　　　　　その後にプログラムには移動している。

　　　　　　　　→身体症状を本人の訴えから判断しながらも、退院支援で動いている

　　　　　　　　　状況からくる心配などもあわせて見ていく事とする。

・豊巻　薫様～朝よりシンラック液を希望してきている。（排便無し本日4日目）

　　　　　　　主治医情報提供し、9時20分シンラック液10滴服用する。

　　　　　　　その後プログラム移動している。

　　　　　　　11時過ぎ時点での排便は現在のところなし。

＜馬渡Drのケース検討・診察＞

・宮本　建蔵様～この一週間での尿漏れによる明らかな布団汚染はなし。本人に具合を

　　　　　　　　尋ねると、｢おしっこに行こうと立ち上がると出ちゃうんですよね｣と

　　　　　　　　話してくる。（先週診察日から、タスモリン錠（1）1T　1×vdsで服用中）

・木村　義重様～臀部割れ目部分の掻き傷のような傷がある。本人は掻いていないと話す。
・豊巻　薫様　～診察にて、夜間になると布団等の汚れが目に見えてイライラすると、幻視様の訴えが聞かれています。何かと理由を付けて作業等を休もうとしていますが、主治医よりしっかり出席するよう本人に伝えています。診察時の本人の表情は穏やかで笑みも見られています。

・日向端　庸男様～診察時、困っている事として、病棟に洋式トイレが1つしかない事をあげています。

＜安ヶ平Drのケース検討・診察＞

・滝田　英人様～診察にて、静脈傾向ある為、レストランやプログラムへの移動時は、本

人の状態をみてエレベーターを使用する等で対応していく事としている。

精神的には独語の様子が活発に続いている。

・石切　久様～診察にて、下剤の調整は退院後、外来通院時に状態をみて調整していく事

としている。

